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がん遺伝子パネル検査と
患者申出療養制度

新型コロナウイルス感染症により皆様の仕事、生活に種々の影響が生じているものと思います。当セ
ンターにおきましても業務を制限せざるを得ない状況が生じておりますが、皆様のご理解、ご協力のほ
ど、どうぞよろしくお願いいたします。
このような状況の中、ニュース等でも薬剤の開発、治験、臨床研究などのキーワードをお聞きになる
ことも多いかと思います。今回は、臨床研究に関わる最新のトピックスについてご紹介します。

遺伝子パネル検査による遺伝子プロファイリング
に基づく複数の分子標的治療に関する患者申出療養

新型コロナウイルス感染症の
治療薬やワクチン開発

がん遺伝子パネル検査は、がんの発生に関わる複数の「がん
関連遺伝子」を一度に調べる検査で、日本では2019年6
月より保険適応となりました。当院は、2019年9月に「がん
ゲノム医療拠点病院」に指定されており、専門家委員会（
エキスパートパネル）で本検査で得られた結果等を詳細に
検討し、当該患者に最適な治療法を提供することを目指し
ています。

現在、がん遺伝子パネル検査の結果により、対応する治療
薬の候補が見つかる患者の割合は10～20％であり、その
薬物の多くは未承認薬や適応外薬です。

このような状況の中、遺伝子プロファイリングに基づく複数の
分子標的治療薬に関する臨床研究（下図参照）が患者
申出療養制度により開始されています。候補薬が、未承認
薬や適応外薬であっても、全国11カ所のがんゲノム中核拠
点病院で保険診療と併用して治療を受けることができます。

第3回がんゲノム医療推進コンソーシアム運営会議 令和元年12月5日資料１-１より抜粋

患者申出療養制度

患者申出療養
https://www.mhlw.go.jp/moushide
ryouyou/
パンフレット冊子は外来棟一階総合案内、
南病棟通院治療室に設置。

世界中で感染拡大が急速に進行する中、治療薬やワ
クチンの開発のニーズは大きく高まっています。

新薬やワクチンの開発はもちろん進められていますが、こ
れらが実際に患者さんのもとへ届けられるのには、とても
時間がかかります。そのため、既存薬の転用「ドラッグ・リ
ポジショニング」による治療薬の開発手法による臨床試
験も多数進められています。

日本国内においても抗インフルエンザウイルス薬（アビガ
ン）や抗HIV薬（カトレラ配合内用液）の有効性と
安全性を検討する臨床試験が開始されています。

世界的にはエボラウイルス出血熱治療薬として開発して
いたレムデジビルの治験が開始されており、日本の医療
機関も参加しています。

患者申出療養は、困難な病気と
闘う患者の思いに応えるため、先進
的な医療について、患者の申出を起
点とし、安全性・有効性等を確認し
つつ、身近な医療機関で迅速に受け
られるようにする制度です。
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